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作品部門

田辺三菱製薬 本社ビル
〈2016年 3月号〉

所 在 地 大阪市中央区道修町3-2-10
建 築 主 田辺三菱製薬株式会社
Ｃ Ｍ ｒ 山下設計、株式会社山下ピー・エム・コンサルタンツ
設計監理 株式会社大林組 大阪本店一級建築士事務所
施　　工 株式会社 大林組

岡村吉展　おかむら・よしのぶ
1998年　早稲田大学工学部建築学科卒業、
同年　大林組入社
現在、同社プロジェクト設計部 担当課長

北山宏貴　きたやま・ひろき
1997年　京都大学大学院工学研究科修了、
同年大林組入社。
現在、同社構造設計部　課長

古川和彦　ふるかわ・かずひこ
1996年　名古屋大学大学院修士課程修了、
同年大林組入社。
現在、同社設備設計部　課長

日本の薬業発祥の地である道修町には江戸時代に「薬種中買仲間」が店を連ね、
輸入した薬は一旦ここに集まり全国に流通していった町で、現在でも多くの製薬・
薬品会社が本社を構えている。
300年以上町と共に発展してきた製薬企業の本社社屋の建て替えにあたり、この町と
如何に共存し共栄していくかを最大の設計テーマとした。
建設地は道修町通りと「大大阪時代」が偲ばれるレトロな近代建築が点在し、まち
歩きが楽しい三休橋筋の交差点に位置している。現在の道修町通りは歩道が少ない
こともあり建築の足元にまとまった公開空地を設け、道修町通りの歩行者空間整備
の起点となることを図っている。
低層部外装は周辺のコンテクストを形成している近代建築の石やテラコッタの素材
や優美な曲線を活かしたディテールデザインを継承し、まち並みの連続に配慮した。


